
令和8年度 高森町第７次振興総合計画

有識者による評価会議

一般用 資料1
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【会議の目的】

本会議は、町が実施した事務事業の評価結果を、改めて多様な分野
の有識者の皆様から評価していただく場です。

行政のみの視点にとどまらない、多角的な評価やご意見を取り入れ
ることで、よりよいまちづくりにつなげていきたいと考えています。

令和8年7月29日（水）



高森町第７次振興総合計画改訂版について
第7次振興総合計画は令和2年度から11年度までの10年間、高森町の目指す姿を示した計画

です。令和6年度末に前期5年間を振り返った改訂を行い、現在、後期計画（令和7年度～11年度）
がスタートしています。
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▼ １．将来像 

町が目指す将来像は、「なりたい『あなた』に会えるまち ～日本一のしあわせタウン高森～」
です。
高森町は多くの住民が「住みやすい」と感じる町です。さらに一歩進み、住民自身が主体的
に夢を持ち、自己実現ができること（ありたい姿が実現できること）が、真の「しあわせ」に繋
がると考えます。
多様な価値観が互いに認められ、応援し合える持続可能な地域。後期期間においてもこの
理念を軸に置き、新たな環境変化を柔軟に取り入れたまちづくりを進めます。
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▼ ２．将来の人口目標

赤いグラフは社人研（国立社会保障・人口問題研究所）による、今後の高森町の人口推移の予
測です。 青いグラフは、様々な取り組みを行うことで、人口減少を抑制することを示しています。

※緑のグラフは2025年（令和7年）国勢調査の速報値です。社人研の推計よりも更に人口減少が
進んだ結果となりました。

2020年（令和２年）国勢調査結果に基づく人口推計をベースに、前期期間の人口増減
の実績を踏まえ、将来像 なりたい「あなた」に会えるまち～日本一のしあわせタウン高森～
を実現するための将来人口目標を設定しました。

自然動態、社会動態を勘案し、2045年（令和27年）に11,150人、2050年（令和32
年）に10,850人を目指します。

2050年： 10,850人

社人研による人口推計準拠

人口展望

2045年に

11,150人 2050年に

10,850人

※2025国調速報値
12,146人（推計比▲202）
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▼３．将来像実現のための体系

▼4．計画の進行管理

将来像の実現と目標人口の達成のため、総合計画の基本計画と地方版総合戦略の
政策に基づいて、具体的手段となる事務事業を推進します。

高森町では行政評価の手法（計画・実施・点検・改善と対話による関係者共有）により、
取り組みの成果や課題を振り返り、改善を行いながら以降の取り組みに反映させます。

将来像

なりたいあなたに会えるまち

～日本一のしあわせタウン高森～

2050年目標人口

１０，８５０人

基

本

構

想

部

分

事務事業

基本計画の目的を達成するための具体的手段

事

務

事

業

部

分

基本計画

将来像を達成するための施策

総合戦略

主に人口目標を達成するための政策

基

本

計

画

部

分
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▼5．基本計画（改訂版）

基本構想に掲げる将来像と人口目標を達成するため、各分野における目標と方針を定め
たものが基本計画です。

改訂版基本計画は、10分野21施策で構成されています。

※ 中 略

「第7次振興総合計画改訂版」の全文は、高森町ホームページからご覧ください。

https://www.town.nagano-takamori.lg.jp/docs/53150.htm
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21の施策には、目的達成に特に寄与する、複数の「主な事務事業」が設定されており、
これらの評価結果が、施策全体の評価に繋がる仕組みとしています。

施策の目的達成のための具体的手段⇒事務事業
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事務事業評価について

今回の会議では、具体的な取り組みである「事務事業」を評価します。

まちが取り組む事務事業はおよそ500事業ありますが、振興総合計画の10の分野から
選出した13事業について、まず役場の内部評価会議にて、議論を実施しました。

今回の会議では、その中から更に選出した、5つの事務事業について議論します。
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事務事業マネージメントシートは、「計画」のページと「進行管理・評価・改善」のページで
構成されています。

事務事業マネージメントシートの見方①

事務事業の名称や
概要、上位施策など
の基本情報です。

この事務事業の目
的です。

振興総合計画の最
終年度（令和11年
度）にこの事務事業
が目指す目標（成
果指標）です。

目的や目標に近づく
ための具体的な取り
組み（手段）と、スケ
ジュールです。

この事務事業が単
年度で目指す目標
（成果指標）です。
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事務事業マネージメントシートの見方②

四半期ごとに進行管
理を行っています。

当年度の計画に掲
げた取り組みに対す
る実績です。

目標（成果指標）の
達成度です。目標に
対して実績はどの程
度であったかを表し
ています。

目的に近づくことや
目標達成に寄与し
たのかどうか、取り
組みの効果を検証
しています。

計画と行動は、上位
施策の目的向上に
有効であったかどう
か、取り組みの有効
性を確認しています。

事務事業のあり方
や、改善点を記載し
ています。この評価
に基づき、次年度の
計画を改善（変更）
しています。
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事務事業マネージメントシートの見方③

前年度の評価
結果に基づき、
変更（改善）さ
れていることを
ご確認くださ
い。
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本会議の見どころ （評価のポイント）

本日の評価会議では、町の事業がより良くなるよう、委員の皆様から客観的な視点
や専門的視点または町民目線から率直なご意見をいただきます。
委員の皆様には、主に以下の観点から事業を評価・議論していただきます。見学され
る際の参考にしてください。

1. R7年度の取り組み評価（過去の検証）

・目的と住民ニーズに合っていたか： 事業の内容が本来の目的に沿っていたか、また、
住民の皆様の求める声（ニーズ）に応え、しっかりとした効果を出せたかを確認します。

・目標の達成状況と原因の分析： 目標がどの程度達成できたかを確認します。また、
うまくいった理由や、逆に課題が残った原因を自治体がどう分析しているかについて
議論します。

2. 環境変化への適応（現状の認識）

・柔軟に対応できているか： 人口減少や少子高齢化、デジタル化など、地域を取り巻
く環境が大きく変わる中で、昔のやり方のまま（形骸化）になっていないか、今の時代
に合わせて柔軟に事業を進められているかを確認します。

3. R8年度計画への橋渡し（改善の妥当性）

・改善策は納得できるものか： R7年度の振り返りが、次年度の計画にきちんと活かさ
れているかを確認します。「なぜそのやり方に変えるのか」という理由に、しっかりとした
繋がりがあるかを確認します。

・実現可能な計画か： R8年度の計画が、限られた予算や人員の中で、無理なく効果
的に実行できる現実的なものかを確認します。

4. 未来への提言（期待する視点）

・これからのまちづくりのために： 町の事業をさらに良くしていくため、委員の皆様か
らそれぞれの経験や立場を活かしたアイデアやアドバイスをいただきます。これまでの
やり方や前例にとらわれず、事業の「廃止・見直し・再構築」も含めた、町の未来へつ
ながる前向きな議論が行われます。



12

第７次振興総合計画 令和8年度（令和7年度実績）

有識者による評価会議日程

7月29日（水） 公開10：00～ ※1施策45分 ①説明15分、②質疑・まとめ30分

№ 分野/施策 事務事業 時間 所要時間 説明

開会・町長あいさつ・趣旨説明・外部評価委員自己紹介 10:00 0:20

1 A1
主体的な学びの実現/
「みんなキラキラ」子どもは町の
主人公

イ 「自分らしい学び」応援事業 10:20 0:45
教育委員会
事務局

説明者交代・調整時間（小休憩） 11:05 0:10

2 C2
魅力発信と地域づくりの実現/
「いいなを実現」理想のまちを自分
たちで

ウ 自治組織運営支援事業 11:15 0:45 総務課

休 憩 12:00 1:10

3 C3
魅力発信と地域づくりの実現/
「この風景を残したい」良好な地域
のデザイン

ウ
山吹下河原土地利用計画
策定事業

13:10 0:45 建設課

説明者交代・調整時間（小休憩） 13:55 0:10

4

D1
健康の実現/ 「こころもからだも
いつまでも健康に」健康宣言

ア

たかもりACEプロジェクト 14:05 0:45 健康福祉課

F1
福祉の実現/
「人と人との支え合い」福祉の力

カ

説明者交代・調整時間（小休憩） 14:50 0:10

5 H1
持続可能な環境の実現/
「今より優しい生活」未来へつなぐ
自然環境

ア 地球温暖化防止推進事業 15:00 0:45 環境水道課

町長・林先生総括 15:45 0:15

終 了 16:00
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